
品質カイゼン室の花のソコが知りたい！ 

ホワイトレースフラワー編 

 

                   

 

 

 

 

 

  ホワイトレースフラワーが日本に導入されたのは昭和 57年（1982年）、新花卉に分類されています。 

白い可憐な花がちらちら舞う姿はまさにレースのよう。 

しかし、ホワイトレースフラワーはいつが季節なのでしょう？ 

原産地はどこ？何科に属しているのでしょうか。 

今回はそんなホワイトレースフラワーのソコに注目していきます。 

 

 

 

 

ホワイトレースフラワーポイント 

 タネから 100 日前後で採花 

 タネは 10℃で催芽 展開葉 4枚から日長に大きく反応 

 季咲きは 5月（初夏）なのに 1月～3月（早春）が出荷時期の理由は茎にあり 

 

栽培歴 

自然栽培（10月～1月出荷分）※暖地での栽培歴 

７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月

播種

展開葉（4～5枚）
定植開始

採花

40日間

加温ハウス 5～10℃以上

冷蔵室（10℃）

 

基本データ 

学名：Ammi majus  L. 

分類：セリ科 ドクゼリモドキ属 

原産地：地中海沿岸・西アジア 

原産地では 初夏 に 開花 



もうそろそろ冬も 

終わりかな。 

発芽開始！ 

 

電照栽培（1月～4月出荷分）※暖地での栽培歴 

８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月

　　播種

10日間100W・3時間
　定植 採花

冷蔵室（10℃）

40日間

加温ハウス 8～10℃以上に！

電照処理

 

 

タネと冷蔵室 

昼温 30℃ 夜温 20℃より高い温度条件下では発芽が著しく抑制されてしまう。 

高温期である 7～8月のおいて自然条件下での発芽は難しいのです。。。 

 

             

 

  

ここで冷蔵室の出番 

10℃前後の冷蔵室にて 10日間保管すると発芽が揃うのです。 

催芽したのち、ポットにて育苗します。 

 

 

 

 

 

 

通常、初夏が開花期のホワイトレースフラワー。冬が明け、暖かくなり始めてから成長します。 

10℃前後の環境に 10日間置くことで、「冬が終わって芽を出すときだなあ」と思わせるのです。 

 

・日長に反応 4～5枚の展開葉が定植サイン 

     

4～5枚前後の展開葉の生育ステージにて日長に敏感になるとされています。 

いざ！圃場へ定植 

昼 温

30℃ 

夜 温

20℃ 

暑いな～ 

まだ発芽しないよ 

10℃ 

10日間 

催芽！ 
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②  



 

ハウスの天井の高さは 3.5ｍ 

もう尐しでハウスの天井に届いてしまいそうですね！ 

市場にご出荷頂いているホワイトレースフラワーの規格は 

小さいものは 30㎝～大きいものだと 90㎝ですが、 

伸びに伸びた個体は 2ｍ以上になることも！ 

そのため 

多くの を必要とします。 

 

・加温ハウス 

5℃以上の加温室ではよく生育し、開花されますが、5℃未満になると生育がストップしてしまいます。 

-3℃前後の低温にさらされると寒害を受け植物体が枯死してしまうことも。寒さに弱いのです。 

そのためハウス内を 5℃以上に保つために加温が必要となります。 

 

 

 

 

 

 

それは茎に関係がありました。 

     

 

ホワイトレースフラワーの開花には 積算温度 が大きく関係しています。 

温度が高すぎると開花に集中してしまいます。（積算温度 ＝ 温度 × 時間 ） 

右図を見てください。自生しているものは気温が 35℃と高温なため上部にひょろりと花芽が出ています。 

切花としてホワイトレースフラワーを楽しむには茎の固さ（しっかり水が揚がるか）が重要です。 

今出荷がピークなのは加温システムが確立され、寒害を受けない温度を保つことが可能だからです。 

夏場は北海道や長野県など高冷地にて栽培・ご出荷頂き、周年入荷が可能となっています。 

日照量 

そこで疑問 なぜ、季咲時期の初夏でなく、 

早春でもご出荷頂けるのでしょう。 

寒さに弱いのに・・・ 

 

3.5m 

寒 暑

い 
 

原産地にて自生しているもの 

 

圃場にて栽培されているもの 



病害管理 

カラッとした地中海性気候が原産のホワイトレースフラワー、湿気によりボトリチスの被害も報告されています。 

そのため重要なのが換気！ 

外気の温度が５℃以上かつ、日射量があり、ハウスの屋根が開封可能で湿気がこもらない環境が適しているといえ

ますね。 

 

水揚げ方法 

 

市場に出荷される際、ホワイトレースフラワーは乾式にて輸送されています。 

ホワイトレースフラワーの推奨されている水あげ方法は湯あげ。 

 

 

そこで水切りしたもの、湯あげしたもので水あがりの様子を観察してみました！ 

 

条件 1：水切りのみ 生け水：切花栄養剤 

   

  

 

条件 2：湯あげ 生け水：切花栄養剤 

   

 

開封直後は くたっ とした印象の個体においても、６時間後、２６時間後と経過時間とともに シャキッ と 

水があがっていました！ 

日持ち試験も実施していますので、結果は次回報告させて頂きますね。 

 

 

 

 

 

主な産地 ：千葉県 北海道 和歌山県 福岡県 

開封直後 ６時間後 ２６時間後 

開封直後 ６時間後 ２６時間後 



ホワイトレースフラワーをよく観察すると小さな花が集まり、花を形成する姿は無限図形であるフラクタル図形を

彷彿してしまいます。 

       

         

ふんわり感をいかしたアレンジや              立ち姿を生かしたアレンジなど 

 

ブライダル、花束にもぴったり！ぜひ！様々な表情を見せるホワイトレースフラワー、楽しんで頂きたいです。 
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画像提供また資料提供をして頂きました 有限会社 加藤洋ラン園様 誠にありがとうございました。 

 

 

株）大田花き 

品質カイゼン室 

フラクタル図形とは 

相似した構造が繰り返し現れること 

 

世界一美しい野菜のロマネスコも 

フラクタルですね♪ 

 

 

 

 

 

 

拡大してみると・・・ 

似た形がたくさん！ 


